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ノルウェー・トロムソにおける GNSS 受信機による電離圏シンチレーション観測
Ionospheric Scintillation Observations with GNSS receivers in Tromsoe, Norway
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電離圏に、電子密度の不規則構造が存在すると、人工衛星から送信された電波の信号強度や位相が変動するこ
とがある。この現象は、電離圏シンチレーションと呼ばれている。電離圏プラズマは、電波伝搬にとって、分
散媒質であり、電波の位相速度はプラズマ密度が高いところにおいて速くなる。このため、電離圏プラズマの
粗密構造が存在する場合、電波の位相変動が起こり、この現象は位相シンチレーションとよばれている。ま
た、電離圏プラズマ密度の粗密構造により電波が回折し、信号が互いに干渉しあうことによって受信信号の振
幅が変動する。この現象は、振幅シンチレーションと呼ばれている。 
我々は、ノルウェーのトロムソにGlobal Navigation Satellite System(GNSS)受信機を設置し、1575.42MHzと
1227.60MHzの2周波の受信信号強度と位相をサンプリング周波数50Hzで観測している。位相シンチレーションの
指標として、全電子数の1秒間隔の差分について1分間の標準偏差である 
(ROTI：Rate of TEC change Index)を調べ、振幅シンチレーション指数S4と比較した。2014年2月8日
00:10-00:20UTに0.7TECU/minを越える大きなROTIの増大が観測されたが、このとき、S4指数には顕著な増大が
見られなかった。同時刻に、南北に242ｍ離れた2点で観測されたTEC変動を比較すると、両地点においてTECの
時間変動を非常に類似しており、相互相関係数は0.98以上であった。これは、2点間においてTEC変動がほぼ等
しく、TECの空間構造はなく一様に近いことを示している。プラズマ密度の空間構造が無い場合、電波は回折さ
れないため、振幅シンチレーションは起こらない。よって、この事例では、TECは時間的に激しく変動している
が、100mオーダーの空間スケールを持つ空間構造は小さかったと考えられる。一方、2014年10月27日
11:30-12:00UTでは、振幅シンチレーション指数S4が0.4程度になる増大が見られたが、ROTIの増大は起こらな
かった。242ｍ離れた2点間のTEC変動の相互相関係数は、0.6程度と比較的低い値になっている。これは、プラ
ズマ密度の空間構造があり、電波の回折により振幅シンチレーションが起こっていると考えられる。
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